
問
①
　
地
場
産
業
の
景
気
動

向
は
ど
の
よ
う
に
認
識
。

答
①
　
景
気
の
底
打
ち
感
は

な
く
、
未
だ
に
出
口
の
見
え

な
い
不
安
の
中
で
景
気
の
早

期
回
復
に
期
待
を
寄
せ
、
そ

の
と
き
に
向
け
て
備
え
て
い

る
の
が
現
状
と
認
識
。

問
②
　
不
況
の
さ
な
か
と
い

う
こ
と
で
新
庁
舎
建
設
凍
結

の
声
が
あ
り
、
署
名
活
動
な

ど
市
民
運
動
が
起
こ
っ
て
い

る
。
説
明
不
足
が
一
つ
の
要

因
と
思
う
が
、
市
民
の
理
解

不
足
が
原
因
な
の
か
、
庁
舎

建
設
自
体
が
間
違
っ
て
い
る

の
か
、
そ
れ
と
も
一
部
の
市

民
が
反
対
し
て
い
る
と
思
わ

れ
る
の
か
市
長
の
見
解
は
。

答
②
　
三
択
で
あ
え
て
選
べ

と
い
わ
れ
れ
ば
、
一
部
凍
結

を
求
め
る
市
民
の
声
も
あ
る

が
、
大
部
分
は
立
派
な
も
の

を
造
れ
と
い
う
声
が
多
い

と
い
う
こ
と
で
認
識
し
て
い

る
。
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会

を
通
じ
て
、
市
民
に
説
明
し

理
解
を
求
め
て
い
き
た
い
。

問
③
　
建
設
計
画
の
中
に
、

60
台
分
１
億
５
千
万
円
の
車

庫
を
造
る
こ
と
を
想
定
し
て

い
る
が
、
金
額
と
必
要
性
に

疑
問
を
感
じ
る
。
な
ぜ
60
台

も
の
車
を
立
派
な
車
庫
に
入

れ
ね
ば
な
ら
な
い
の
か
。

答
③
　
現
在
公
用
車
は
約

１
０
０
台
、
新
庁
舎
建
設
に

よ
り
70
台
に
削
減
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
車
庫
の
建
設

費
は
設
計
者
と
協
議
し
、
簡

素
化
を
図
り
極
力
抑
制
し
て

い
き
た
い
が
、
維
持
管
理
面

か
ら
車
庫
の
設
置
は
必
要
と

考
え
て
い
る
。

問
④
　
市
民
の
憩
い
の
場
と

し
て
の
庁
舎
と
あ
る
が
、
庁

舎
は
あ
く
ま
で
も
順
調
な
市

民
生
活
を
営
ん
で
も
ら
う
た

め
に
職
員
が
働
く
場
所
で
あ

り
、
仕
事
場
ら
し
く
ス
リ
ム

で
簡
素
、
機
能
的
で
あ
る
べ

き
と
思
う
が
、
憩
い
の
場
と

し
て
の
庁
舎
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
か
。

答
④
　
基
本
的
に
は
ス
リ
ム

な
庁
舎
を
目
指
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
ラ
ウ
ン
ジ
の
よ
う

な
も
の
を
想
定
し
て
い
る
。

　
こ
こ
で
市
民
活
動
や
、
地

域
か
ら
の
情
報
、
市
政
に
関

す
る
情
報
を
共
有
し
て
、
市

民
交
流
、
市
民
と
の
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
に
つ
な
げ
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
屋
外
に
広

場
を
設
け
、
市
民
の
憩
い
の

場
と
す
る
中
で
イ
ベ
ン
ト
開

催
や
災
害
対
応
の
ス
ペ
ー
ス

と
し
て
活
用
す
る
こ
と
も
想

定
し
て
い
る
。

　
具
体
的
な
形
態
は
、
設
計

業
務
を
通
し
て
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
等
で
市
民
の
意
見
を
聞

き
、
随
時
、
議
会
と
協
議
し

て
い
き
た
い
。

不
況
の
中
で
の
新
庁
舎
建
設
に
つ
い
て

問
①
　
白
根
ガ
ス
㈱
は
、
燕

市
に
対
し
て
「
ガ
ス
料
金
の

改
定
」
を
一
方
的
に
通
知
し

て
き
ま
し
た
。
燕
市
と
の
事

業
譲
渡
の
際
、
覚
書
で
ガ
ス

料
金
の
値
上
げ
を
し
な
い
期

間
を
13
年
と
明
記
さ
れ
た
の

は
白
根
ガ
ス
で
あ
り
、
主
客

転
倒
な
申
し
入
れ
で
は
な
い

か
。
北
陸
ガ
ス
、
東
北
電
力

は
７
月
に
料
金
を
引
き
下
げ

る
と
発
表
し
て
い
る
。
白
根

ガ
ス
の
料
金
値
上
げ
は
、
絶

対
に
認
め
る
べ
き
で
は
な

い
。

答
①
　
来
年
１
月
か
ら
料
金

の
改
定
を
行
う
予
定
と
の
一

方
的
な
通
告
で
あ
り
、
当
然

容
認
で
き
ま
せ
ん
。
同
社
、

お
よ
び
石
油
資
源
開
発
に
対

し
て
撤
回
に
向
け
て
最
大
限

の
努
力
を
し
ま
す
。
関
東
経

済
産
業
局
へ
も
指
導
を
行
う

よ
う
要
請
を
行
っ
た
。

問
②
　
新
市
建
設
計
画
は
、

合
併
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
将

来
像
を
示
す
プ
ラ
ン
で
あ

り
、
当
初
計
画
よ
り
約
23
㌫

減
額
も
し
、
先
送
り
中
止
事

業
も
行
っ
て
い
る
こ
と
、
そ

し
て
新
庁
舎
建
設
の
一
時
凍

結
を
求
め
る
運
動
を
一
部
の

市
民
が
行
っ
て
い
る
が
、「
新

庁
舎
建
設
基
本
計
画
」「
新

庁
舎
建
設
設
計
者
の
選
択
方

針
」
に
対
し
て
一
人
の
反
対

も
な
く
、
全
議
員
の
賛
同
を

取
り
付
け
て
い
る
こ
と
を
明

確
に
す
る
べ
き
で
な
い
か
。

答
②
　
合
併
協
議
の
中
で
策

定
し
た
も
の
で
す
が
、
景
気

の
低
迷
、
厳
し
い
財
政
事
情

か
ら
事
業
規
模
縮
小
、
極
力

先
送
り
調
整
を
し
23
㌫
、
約

１
０
８
億
円
余
り
事
業
費
の

調
整
削
減
を
し
た
。
新
庁
舎

建
設
等
検
討
特
別
委
員
会
を

設
置
し
て
い
た
だ
き
、
協
議

さ
れ
反
対
も
な
く
ご
承
認
、

ご
賛
同
を
い
た
だ
い
た
と
確

認
し
て
い
る
。

問
③
　
友
愛
の
育は
ぐ
くむ
学
校
教

育
は
行
っ
て
い
る
の
か
。
体

育
の
授
業
時
間
は
少
な
く
な

い
か
。
児
童
、
生
徒
や
父
母

か
ら
ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
バ
イ

オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
に
よ
る

被
害
相
談
や
、
保
護
が
全
国

で
は
増
加
し
て
い
る
と
聞
く

が
、
教
育
委
員
会
で
把
握
し

て
い
る
こ
と
を
伺
う
。

答
③
　
生
き
る
力
が
み
な
ぎ

る
燕
の
子
ど
も
を
目
指
し
、

確
か
な
学
力
、
豊
か
な
心
、

健
康
な
体
を
掲
げ
育
成
し
て

る
。
体
育
授
業
時
は
小
学
１

年
生
で
年
間
12
時
間
、
２
年

生
で
15
時
間
増
加
し
、
体
育

授
業
充
実
に
努
め
て
い
る
。

今
年
度
に
入
り
、
ネ
グ
レ
ク

ト
や
夫
婦
間
の
Ｄ
Ｖ
で
児
童

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
事
例
が

あ
り
、
関
係
機
関
で
対
応
し

た
。

白
根
ガ
ス
料
金
の
値
上
げ
は
、　

　
絶
対
に
認
め
る
べ
き
で
は
な
い

大
岩
　
　
勉
　
議
員

中
山
　
眞
二
　
議
員

■６月定例会での議決結果をお知らせします

■市長提出議案（17件）
件　　　　名 審議の結果 採決の状況

人権擁護委員候補者の推薦について（２件） 同　意 全会一致

燕市教育委員会委員の任命について 同　意 全会一致

西蒲原福祉事務組合規約の変更について 可　決 全会一致

燕市附属機関設置条例の一部改正について 可　決 全会一致

燕市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部改正について 可　決 全会一致

燕市子どもの医療費助成に関する条例の一部改正について 可　決 全会一致

燕市文化会館条例の一部改正について 可　決 全会一致

字の変更について 可　決 全会一致

財産の取得について 可　決 賛成多数

市道路線の認定及び廃止について 可　決 全会一致

平成21年度燕市一般会計補正予算（第２号） 可　決 賛成多数

平成21年度燕市住宅団地造成事業特別会計補正予算（第１号） 可　決 全会一致

契約の締結について（スポーツランド燕屋内練習場等建設工事（建築工事）） 可　決 全会一致

県央広域市町村圏協議会の廃止について 可　決 全会一致

平成21年度燕市一般会計補正予算（第３号） 可　決 賛成多数

平成21年度燕市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号） 可　決 全会一致

　平成21年第２回燕市議会定例会を６月15日から26日ま
で開催し、人事案件や条例の一部改正、平成21年度補正
予算などの議案について審議を行いました。市長提出議案

中14件と、議員提出議案６件、請願２件は各常任委員会
に付託され、それぞれ審査した後、本会議で議決しました。
各議案の審議結果と採決の状況は下表のとおりです。

■議員提出議案（6件）
件　　　　名 審議の結果 採決の状況

30 人以下学級の実現、義務教育費国庫負担制度を堅持し、国の負担割合を３分
の１以上に引き上げることをはじめとする教育予算の充実を求める意見書 可　決 全会一致

燕市議会会議規則の一部改正 可　決 全会一致

燕市農業委員会委員の推薦について（４件） 推　薦 全会一致

請願の審査結果
　６月定例会に提出された請願は２件でした。産業建
設常任委員会、文教常任委員会にそれぞれ付託審査し、
最終日の本会議で採決されました。

不採択（賛成少数）
●吉田 95 号線事業の中止を
求める請願書

燕市桜町 68-7 
つばめ市情報公開
ネットワーク代表　黒田　玲

採　択（全会一致）
● 30 人以下学級の実現、義務教育
費国庫負担制度の堅持をはじめとする
教育予算の充実を求める請願書

新潟市西蒲区巻甲 4162 番地の 3
新潟県教職員組合西蒲・燕支部
　支部長　前山和彦
　燕市班班長　下村雅彦

意見書の提出
　採択された請願は、「意
見書」として内閣総理大臣、
財務大臣、文部科学大臣、
総務大臣に提出しました。
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